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1．はじめに

 ヌ1」月隼・溜文娯・故御1983では「時間詞」として“今天”“現在”“星期

六”“四点”“三全月”“八小吋”“十年”“丙分帥”などを挙げ，これらを次

のような2種類に分類しているω。

 （三） 時間のある1点「時点」を表すもの

 （ii） 時間の長さや量「時量」を表すもの（2》
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 上例では“二天”“現在”“三期六”“四点”が（i）にあたり，“三冠月”

“八小日寸”“十年”“丙分帥”が（ii）にあたる。

 朱徳煕1982では（i）だけを「時間詞」として扱い，（ii）を「数量詞」

であるとして「時間詞」から排除している（3）。（ii）を「時間詞」「数量詞」

のいずれとして扱うべきかという問題については本稿では検討しないが，

意味的には（ii）も時間を表していることは間違いなく，特に数を含む

ものに関しては（i）と（ii）の間に表現の上でも密接な関係がある。

 本稿ではとりあえず（i）（ii）をともに「時間詞」とし，このうち数

を含むものについて「時点」と「時量」の表現方法を見ていく。最も問題

が多いのは「何時何分」などの時間を表す「時間詞」であるが，まず始め

に「年」「月」「日」「言口」などの言い方について概観することにする。

2．「年」「月」「日」の言い方について

 中国語の“年”という語は名詞と量詞を兼ねている。

 〔1〕 一九八二年

の“年”は名詞であるが，

 〔2〕 一年，丙年，三年……

は「1年間」「2年間」「3年間」……の意味なので，この“年”は忌詞で

あるω。

 “月”は名詞である。何故なら「1月」「2月」「3月」……は，

 〔3〕 一月，二月，三月……

と言うが，「1ケ月」「2ケ月」「3ケ月」……は，

 〔4〕 一ノi月，丙忌月，三全月……

のように量詞“介”を用いなければならないからである。

 「1日」「2日」「3日」……という日付を表す場合には，名詞“号”ま

たは“日”を用いて，

 〔5〕 一号，二号，三号……
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 〔5〕'一日，二日，三日……

と言うが，「1日間」「2日間」「3日間」……は“天”を用いて，

 〔6〕 一天，二天，三三……

と言う。この場合，量詞を用いなくてよいことから“天”は量詞としての

機能を持つことがわかる。

 これら「年」「月」「日」の言い方で，それぞれの前者〔1〕〔3〕〔5〕

〔5〕'は「時点」を表し，後者〔2〕〔4〕〔6〕は「時量」を表している

が，注目すべき現象として次の2点が挙げられる。

 （i） “一”は，「時点」を表す場合には本来の声調第1声で読まれる

   が，「時量」を表す場合には後続音節の声調の違いに応じて第2声

   または第4声で読まれる（5）。

 （ii） 「時点」を表す場合には“二”が使われ，「時量」を表す場合に

   は‘d丙”が使われる（“）。

3．「曜日」「週」の言い方について

 中国語では「曜日」を表す場合にも数字が用いられる。「週」という意

味を表す語“星期”の後に“一・・一：・”“二”……“六”を加えたものが「月曜日」

「火曜日」……「土曜日」に相当する。

 〔7〕 星期一，盛期ニ……一期六

 「日曜日」は数字のかわりに“日”または“天”を用いる。

 〔8〕 星期日

 〔8〕'二期天

 “星期日（天）”は例外だが“三期一”から“星期六”までに使われている

数字は順序を表している。

 「1週間」「2週間」「3週間」…一■■は“星期”または“周”を用いて，

 〔9〕 一Ai星期，丙Al星期，三介星期……

 〔10〕 一周，丙周，三周……
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のように言う。このことから“三期”は名詞だが，“周”は量詞としての機

能を持つことがわかる。“星期”と同じ用法を持つ語に“礼拝・があるが，

現在では“星期”の方がよく使われる。

 〔7〕〔8〕〔8〕'は「時点」を，〔9〕〔10〕は「時量」を表している。

4，時間の言い方について

 中国語の「何時〔間〕」「何分〔間〕」「何時何分」など時間の言い方は様

々な問題を含んでいる。そこで本稿では中国語のネイティブスピーカー8

人をインフォーマントとする調査を行なったω。以下ではこの調査結果を

検討しながら考察を進めていく。

4，1．「何時〔間〕」「何分〔間〕」

 中国語で「1時」「2時」「3時」……という時刻を表す場合には次のよ

うに言う。

 〔11〕 一点，丙点，三点……

 これらは一般に「1時間」「2時間」「3時間」……という時間の量「時

量」を表すのではなく，時間の区切り「時点」を表すと考えられている。

これらの後にもともと「鐘」（かね）という意味の語“紳”を加えても意味

は変わらない。

 〔11〕' 一点紳，丙点榊，三点紳……

 このほか，文章語では，

 〔12〕   一吋， 二艮寸， 三日目・・… 。

という言い方もある。

 中国語の“二”と“丙”は基本的には，“二”は「2番め」という順序を表

し，“丙”は「ふたつ」という量を表すというように使い分けられている（8）。

「2時」は「2番めの時間」だから〔12〕の“二吋”は問題がないが，〔11〕
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〔11〕'では何故“＊二点〔鉢〕”と言わず“丙点〔帥〕”と言うのであろう

か。（＊は不成立であることを示す）

 このことについて，上野恵司1988では“丙点〔紳〕”は「『二つの鐘が打

たれる時刻』というのが本来の意味であった」としている（9｝。“点”はおそ

らく鐘を打つ場合の動作量を表す暗潮であったのだろう㈹。“冷点〔榊〕”

は鐘を打つ動作量が「ふたつ」であるから“丙”が使われているだけであっ

て，“丙点〔帥〕”自体の表す意味は「2時」という時刻すなわち「時点」

である。

 中国語の“一”は本来第1声であるが，後続音節の声調の違いに応じて

次のような変調現象を起こす。

 （i） 後続音節が第1声，第2声，第3声の場合は，第1声から第4

   声に変調する。

 （ii） 後続音節が第4声の場合は，第1声から第2声に変調する。

 ただし例外があり，“一”が「1番め」という順序を表す場合には変調せ

ずに第1声のまま読まれる％〔12〕“一構”の“一”は第1声である。

 “一点〔紳〕”の“一”はどの声調で読まれるのであろうか。考えられるの

は次の2通りである。

 （ア） “一点〔帥〕”は本来「1つの鐘が打たれる時刻」という意味で

   あるから，後続する“点”の声調第3声に応じて第4声で読まれる。

 （イ） “一点〔帥〕”は「1番めの時間」という「時点」を表している

   ので，本来の声調第1声で読まれる。

 このことを現在日本で発行されている中国語テキストで調べてみると，

（ア）（イ）の両方が存在している。％筆者が8人のインフォーマントに調

査したところでは，1人が（ア），7人が（イ）の読み方をした。このこ

とから即座に（イ）が正しいという結論を引き出すことはできない。「2

時」を表す“丙午〔榊〕”で“丙”が使われているのだから，語の由来とし

ては（ア）が正しいからである。しかし，語本来の意味はともかく，7人

のインフォーマントが“一点〔紳〕”を順序としてとらえたことだけは確か
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である。この7人のインフォーマントの意識の中では，“一点〔帥〕”“丙点

〔紳〕”“三点〔帥〕”……は時間の順序を表しており，「2時」で“丙”を使

うのは特例ということになろう。

 「1分」「2分」「3分」……という時刻「時点」を表す場合には，

 〔13〕 一分，二分，三分……（“一”は第1声）

 〔14〕 一分，平分，三分……（“一”は第4声）

のどちらを使うのであろうか。まず“一”の声調を調べるために，「3時1

分」を表す，

 〔15〕 三点一分

を8人のインフォーマントに発音してもらった㈹。その結果，7人が第1

声，1人が第4声で読んだ。

 また，「3時2分」を表す場合は，

 〔16〕 三点二分

 〔17〕 三点等分

のどちらを使うかを調査したどころ，〔16〕については8人全員が成立する

としたが，〔17〕については，5人が成立，2人が不自然，1人が不成立と

した。「1分」「2分」「3分」……という「時点」を表す場合には〔13〕

の方が自然なようである。

 先に見たように「何時」と言う場合には“点”の後に“榊”を加えてもよ

かったが，「何分」の場合，“分”の後に“紳”を加えるとそれは「時点」を

表さなくなり，「何分間」という「物量」を表すようになる。

 ここでまた「2分間」の場合は“二分紳”か“丙分榊”かという問題が発

生する。そこで，「まだ2分間ある」という意味を表す場合には，

 〔18〕 逐有二翌朝。

 〔19〕 逐有丙分帥。

のどちらを使うかを調査したところ，8人のインフォ・・一マント全員がどち

らも成立すると答えた。「2分間」は「時量」であるから“丙玉算'の方が

文法に合っているように思われるが，「時点」を表す場合の“二分”という
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言い方の影響もあるのであろう。また，「1分間」を表す“一分紳”の“一”

は8人全員が第4声で読んだ。これは明らかに量としてとらえられている。

従って「1分間」「2分間」「3分間」……という「時量」は次のように言

うと考えられる。

 〔20〕 一分帥，丙（二）分帥，三分iitli……（'‘一”は第4声）

 “分”の後に“紳”を加えると「時量」を表すが，“点”の後に“紳”を加

えた，

 〔11〕'一点帥，丙打物，三点帥……

は「時点」を表すだけで，「時量」を表し得ないのだろうか。

 倉石武四郎1963の“点”の項に，

 〔21〕 費了三点紳的工夫。（3時間をついやした）

という例文があり，「…時間というときは“…ノト高来”であるが，ちょっと

した時間なら“点”でもかまわない」というかなり曖昧な説明がなされて

いるoo。この例文について，8人のインフォーマントのうち5人が不成立，

残る3人が不自然だとした。〔11〕'にもともと「時量」を表す用法があっ

たのかどうかについては今のところ論ずるだけの資料はないが，現在では

そのような言い方をしないと言ってよかろう。（このことについては4．

2．1で再び検討する）

 「1時間」「2時間」「3時間」……という「時量」を表す場合は，現在

次の2通りの言い方を用いる。

 〔22〕 一ノト榊柴，丙奈帥夫，三ノト帥芸……

 〔23〕 一7卜小吋，丙介小吋，殴書小吋一…

 ここでは“紳柴”“小吋”ともに「60分間」に相当する「時間」という意

味を表す名詞として使われているが，“小吋”の方は量詞“介”を用いずに，

 〔23〕' 一一、小H寸， 丙ノ』、日寸， 三／J、一寸… …

と言うこともできる。このことから“小国”は皇籍としての機能を持って

いることがわかる。
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4．2． 「何時何分」

 「3時5分」「3時20分」などの時刻を表す場合には“…点”と“…分”を

組み合わせて，

 〔24〕 三点五分

 〔25〕 三点二十分

などと言うが，中国語テキストの中にはこれらの後に“紳”を加えること

ができるとしているものもある。㌔また，「3時5分」を表す場合は〔24〕

よりも，

 〔26〕 三点零五分

 〔27〕 三点迂五分

の方が頻繁に使われる言い方であり，「3時20分」の場合は〔25〕の“分”

を省略した，

 〔28〕 三点二十

という言い方も可能である。“丙点〔紳〕”“三点〔帥〕”などの“帥”はオプ

ショナルであるが，“三点五分”“三点二十分”などの後にも“帥”を加える

ことができるのかどうか。“零”“迂”はどのような時刻を表す場合に用い

るのか。また，“分”はいつでも省略可能なのかどうか。これらの問題につ

いて調べるために，ここでもいくつかの調査を行なった。調査は8人のイ

ンフォーーマントに例文を提示し，成立（○），不自然（？），不成立（＊）

の判断を下してもらうという方法を取った。以下の表中の数字はその判断

を下したインフォーマントの人数を示す。

4．2．1．“紳”の付加について

 始めに“三点紳”“三点…分沖”“三点半紳”が成立するかどうかを調査し

た。結果は次頁の表の通りである。
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三点榊 （3 ：OO）

三点五分紳 （3 ：05）

三点十分紳 （3：10）

三点二十分紳 （3：20）

三点三十分陰 （3：30）

三点半弓 （3 ：3 0）

8

o

1

1

2

4

o

4

4

4

3

2

o

4

3

3

3

2

 調査の結果からは，“三点五分”“三点十分”“三点二十分”“三点三十分”

の後に“帥”を加えることができるとは言い難い。これは“分”と“帥”が結

合してしまい“＊三点／…分帥”という構造としてとらえられ「＊3時何分

間」のような，意味をなさないものになってしまうからであろう。そのほ

か“三点四十分”“三点五十分”などについては調査していないが，ほぼ同

様の結果が得られると思われる。

 “三点半榊”についてはインフォ・・一マントの4人が成立，2人が不自然

とし，成立しないとした者は2人であった。これは“＊半紳”という言い

方が存在しないため“＊三点／二二”のような誤った構造としてとらえら

れることがないためであろう。“三点半紳”は“三点半／紳”と分析される。

上野恵司1988の言うように三点帥”というのは「3つの鐘が打たれる時

刻」であるから，“三点半紳”は「3つと半分の鐘が打たれる時刻」とい

うことになる。もちろん“三点半帥”は「3時半」という時刻すなわち「時

点」であって，「3時間半」という「時量」ではない。「3時間半」を表す

場合には“三富半紳柴”と言うOO。ところでこの“三介二二美”の構造は“三

点半帥”の構造と一致している。“介”も“点”も量詞であり，“榊美”も

“帥”も名詞である。“三介半榊柴”は“三介帥柴”（3時間）と“半介紳茨”

（半時間）が組み合わさってできたものと考えることができる。
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  二心帥芸＋半払丸丸→三介半榊失

 これと同様に“三点半紳”も，

  三点帥＋如露帥一→三点半帥

のように，“三点帥”（3っの鐘が打たれる時刻）と“半点紳”（半分の鐘が

打たれる時刻）が組み合わさってできたものと考えることができよう。そ

してr中日大辞典』の“半”の項を見ると“半点紳”という語が収録されて

おり，「＝“記念心病”，30分（間），“三十分紳”に同じ」と説明されてい

るeo。 r中日大辞典』の記述のように“半点を沖”に“半ノト紳茨”の意味がある

とすると，“一点帥”“丙点滴”“三点紳”……が「1時間」「2時間」「3時

間」……という「這出」を表し得るのかという4．1で若干触れた問題が

再び浮かび上がる。そこで，

 〔29〕 逐有半悪血。 （まだ半時間ある）

 〔30〕 逐有一点心。 （まだ1時間ある）

という例文を使って8人のインフォーマントに尋ねたところ，〔29〕につ

いては○が4人，？が1人，＊が3人，〔30〕については○が1人，？が

2人，＊が5人という結果が得られたta。“一点帥”に比べると，“半点榊”

には「時量」を表す用法がないとは言いきれないようである。このことに

ついて筆者は次のように推測している。

 “…直証”は本来は上野1988の言うように「鐘が打たれる時刻」すなわ

ち「時点」であった。しかし「時点」と「時量」には極めて密接な関係が

ある％例えば「3時」という「時点」は往々にして「12時から3時間と

いうr時量』が過ぎた時刻」としてとらえられたりする。そのため“…宮

山”に「時量」を表す用法が生じ，かつてはその用法でも使われていたの

だろう。“半山地”についても同様であるが，もともと鐘を半分打っこと

などできないのだから，こちらはもっぱら「時量」を表す語として使われ

ていたのではないだろうか。

 しかし，〔29〕を不成立もしくは不自然としたインフォーマントが4人

いることからもわかるように，“半面紳”は現在の中国語において必ずし
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も容認可能というわけではない。

 「3時半」を表す場合も，“三点半重三”より“三点半”の方が一般的であ

ることは明らかである。調査結果中，“三点三十分帥”を成立するとして

いるインフォーマントが2人いるのは，“三点三十分”と“三点半”が同じ

時刻を表す語であることが関係しているのかもしれない。

4．2．2．“零”と“違”の付加について

 「3時5分」という時刻を表す場合には，“三点五分”よりも“零”また

は“迂”を加えた“三点零五分”“三点迂五分”の方がより頻繁に使われる。

“零”についてr現代汲浩八百洞』には，“有強凋零美的意思”（端数である

ことを強調する意味を持つ）とあるUt。また，“迂”は「過ぎる」という意

味の動詞であるから“三点迂五分”は日本語の「3時5分過ぎ」に相当す

一一一一一一一一一一

三点零五分 （3：05）

三点迂五分 （3 ：05）

三点零九分 （3：09）

三点迂九分 （3：09）

三点零十分 （3：10）

三点道十分 （3：10）

三点零十五分 （3：15）

三点迂十五分 （3：15）

三点零二十分 （3：20）

三点這二十分 （3：20）

o

8

8

8

8

6

6

3

6

2

4

つ
・

o

o

o

o

2

2

3

o

o

1

＊

o

o

o

o

o

o

2

2

6

3
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るような言い方である。ここでは，この“零”と“違”が「何分」まで使用

可能であるかを調査した。結果は前頁の表の通りである。

 「3時5分」「3時9分」では“零”も“迂”も使用することができる。

“三点零五分”“三点零九分”と言った場合には「3時と5分」「3時と9

分」のように“五分”“九分”が“三点”の端数としてとらえられているので

あろう。

 「3時10分」の場合，r現代双活八百洞』では“三点零十分”を可とす

るPt。同書では“十分”も端数と見なしているということであろう。しかし，

本稿の調査では2人のインフォーマントがこれを不自然だとした。“三点

迂十分”についても同様の結果が得られたが，「3時10分」を表す場合には

“零”“迂”を加えない“三点十分”の方がより自然なようである。

 「3時15分」「3時20分」については“零”と“迂”で異なる結果が得ら

れた。“迂”の使用を可能とするインフォーマントの数が多いが，これは

“迂”が「過ぎる」という意味の動詞であるためであろう。しかし“三点零

十五分”“三点零二十分”を成立するとしたインフォーマントが複数存在す

ることは注目すべきことで，これらのインフォーマントは“零”を，“…

点”と“…分”の間の単なる「つなぎ」の語としてとらえているのであろう。

 “三点違五分”の“迂五分”は「5分間過ぎる」という意味で，この“五

分”は理屈から言えば「時点」ではなく「低声」を表している。そこで，

“五分”の後に“帥”を加えることができるかどうかを，

 〔31〕 三点迂五分紳

という例文を使って調査したところ，5人が成立，3人が不成立とした。

〔31〕は絶対に成立するとは言い難いが，もし成立するとすれば“＊三点迂

五分／帥”ではなく，“三点／迂五分紳”と分析きれる。“帥”を加えるこ

とができないとした者が3謡いたのは，“迂”が本来の「過ぎる」という意

味を失って，「つなぎ」の語としての性質を持っていることを意味してい

るのかもしれない。
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4．2．3．“分”の省略について

 「3時20分」と言う場合，“三点二十分”の“分”を省略した言い方も存

在するが，ここでは何分の場合でも“分”を省略することができるのかど

うかを調べるための調査を行なった。結果は下表の通りである。

 8人のインフォーマントが同じ判断を下したものについては，次の2点

にまとめることができる。

 （i） 「5分」「10分」を表す場合には“分”を省略することができない。

一一一一一一一一一一

三点五 （3：05）

三点十 （3：10）

三点十一 （3：11）

三点十二 （3 ：12）

三点十三 （3 ：13）

三点十四 （3 ：14）

三点十五 （3：15）

三点二十 （3 ：2 0）

三点二十五 （3：25）

三点三十 （3：30）

三点三十五 （3 ：3 5）

三点四十 （3：40）

三点四十五 （3 ：45）

三点五十 （3 ：50）

三点五十五 （3 ：55）
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 （ii） 「20分」「25分」「35分」「40分」「45分」「50分」「55分」を表す

   場合には“分”を省略することができるOP。

 （i）の“五分”“十分”の“分”を省略することができないことについて

は，“分”を省略すると“五”“十”という1音節になり安定性を欠くという

ことと関係があるように思われる，“五”“十”の前に“零”を加えた，

 〔32〕 三点下五

 〔33〕 三点零十

で再度調査したところ，〔32〕については○が3人，？が3人，＊が2人，

〔33〕については○が1人，？が1人，＊が6人という結果が得られた。

“零五”“零十”のように2音節化すると安定性がやや増すようであるes。

しかし，“零”のかわりに“這”を加えた，

 〔34〕＊三点迂五

 〔35〕＊三点迂十

はどちらも8人全員が成立しないとした。「5を過ぎる」「10を過ぎる」で

は時刻を言う表現として意味をなさないのであろう。

 数字の部分が2音節，3音節の場合にはいつも“分”が省略できるかと

いうと必ずしもそうではないようである。調査の結果では“分”が省略可

能なのは（ii）の場合だけであった。“三点十一”を成立するとした者3人，

“三点十二”“三点十三”“三点十四”を成立するとした者5人というよう

な人数の差については，詳しい原因はよくわからないが，これらについて

は“分”を省略しない方が自然なようである。

 “三点十五”は7人が成立するとし，1人が不自然だとした。不自然だと

した1人のインフォ■一一一マントは「“分”を省略するのならば“三点一刻”（3

時15分）という別の表現を用いる」と指摘した。

 “三点三十”については，4人が成立するとし，残る4人が成立しない

としたが，これも“三点半”という，“分”を省略するよりもずっと簡便な

言い方が存在するためであろう。
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4，3．「何時15分」「15分間」

 「3時15分」を表す場合には“三点十五分”と言うほかに，“刻”という

語を使って，

 〔36〕 三点一刻

と言うこともできる。この“刻”はやや特殊である。

 “刻”をr現代汲活特典』で見ると，“古代用漏壷．泥吋，一昼夜共一百刻。

今用帥三下吋，以十五分紳ヵ一刻，即一小肘的四分之一”（古代，漏壺

〔水時計の一種〕で時間を記録し，一昼夜が一刻であった。今日，時計で

時間を記録し，15分間を一刻とする，すなわち1時間の4分の1のことで

ある）とあるoo。このことから“一刻”は「15分間」という「増量」を表す

ことがわかる。

 しかし，〔36〕の“一刻”が「15分間」という意味だとすると〔36〕は

「＊3時15分間」というような，意味をなきない表現であることになる。

ここでは本来「時量」を表す語が「時点」を表す語として使われているの

である。これも「時点」と「時量」の関係の密接さを示す例と言える。

 ‘f一刻”の後に“帥”を加えて“一刻帥”とすると，これは間違いなく「時

量」を表す。従って“＊三点／一刻榊”は成立しない。

 また，“＊一ノ↑'刻”とは言わないことから，“刻”が量詞としての機能を

持っていることがわかる。しかし，時間を表す場合には‘f一刻”“夕刻”

（45分〔間〕）以外は使わない。

4．4． 「何時何分前」

 「3時5分前」（2：55）など「何時何分前」と言う場合には，

 〔37〕 差五分三点

という表現を用いる。“差”は「へだたりがある」という意味であるから，

〔37〕は「あと5分で3時」のような意味である。この“五分”は「時点」
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ではなく「5分間」という「時量」のはずであるが，“分”の後に“鉢”を

加えた表現は成立するだろうか。また，この表現では“…点”の後に何も

続かないから，最後に“榊”を加えることができるだろうか。これらのこ

とを調べるために行なった調査の結果が下表である。

差五分紳三点

差五分三点帥

差五分紳三点紳

。

8

3

o

つ
・

o

4

3

＊

o

1

5

 “差五分帥三点”は8人全員が成立するとした。「あと5分間で3時」と

いった意味なのであろう。“差五分三点紳”は，文法的には“差五分／三点

紳”ととらえれば成立すると考えられるが，一般に“差…分〔帥〕”の直後

には“…点”という語が予想されるため“＊差五分三点／紳”ととらえられ

不自然さが増すのであろう。“差五分帥三点帥”は“＊差五分帥三点／帥”

ととらえられる上に，“帥”の重複による冗漫さによって，不成立もしくは

不自然になるようである。

 「何時何分前」を表す場合には“差…分…点”のほかに，“…点差…分”

を用いる中国人もいる。例えば，

 〔38〕 三点差五分

 ところが〔38〕を使って調査したところ，○が5人，？が1人，＊が2

人であった。この“…点差…分”は“…点迂…分”（何時何分過ぎ）に対応

するものとして生まれた表現のようであるが，誰もが容認しているわけで

はなさそうである。
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5．おわりに

 以上，数を含む「時間詞」について「時点」と「時量」の表し方及びそ

れに関するいくつかの問題について見てきた。現在日本で発行されている

中国語テキストの時間の言い方に関する記述が様々であるため，どの言い

方が正しいのかを調べてみることが本稿の目的の1つであった。本稿の調

査結果からもわかるように，時間の言い方には個人差がある。どのテキス

トの記述も絶対に間違いであるとは言えないようである。しかし，ほぼ誰

にでも容認される時間の言い方については本稿の調査結果から明らかにな

ったと思われる。

 本稿では「時間詞」自体の文法的性質については全く触れなかった。「時

間詞」には次のような注目すべき文法的性質がある。中国語で「私は日本

人です」などと言う場合には動詞“是”を含んだ“A是B”（AはBだ）の

形を用いて，

 〔39〕 我是日本人。

と言うが，“B”が「時点」を表す「時間詞」の場合は一般に“是”を用い

なくてよい。

 〔40〕 今年一九九〇年。（今年は1990年です）

 〔41〕 皇天五月二十三号。（今日は5月23日です）

 〔42〕 明天星園六。（明日は土曜日です）

 〔43〕 現在三点二十分。（今，3時20分です）

 “一九九〇年”“五月二十三号”“星朝野”“三点二十分”などは名詞であ

ると考えられがちだが，実はこれらは名詞としての文法的特性を備えてい

ない。朱漁戸1982は名詞の文法的特性として次の2点を挙げている㈱。

 （i） 可以受数量洞修怖。（数：量詞の修飾を受けることができる）

 （ii） 不受副詞修怖。（副詞の修飾を受けない）

 名詞“日本人”は“一介日本人”（1人の日本人）のように数量詞の修飾

を受けることができるが，「時点」を表す「時間詞」では不可能である。
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また，

 〔44〕 今天已祭二十三号了。（今日はもう23日だ）

 〔45〕 剛三点。（3時になったばかりだ）

のように，「時点」を表す「時間詞」は副詞“己祭”“剛”などの修飾を受

けることができる。中国語文法において「時間詞」という品詞が設けられ

ている所以はここにもある。

 「時量」を表す「時間詞」についても上の（i）（ii）はあてはまらな

い。また，“是”を用いずに単独で述語になることができる。

 〔46〕 快三年了。（もうすぐ3年間になる）

 〔47〕 已祭十天了。（もう10日間になった）

 中国語で「年令」を表す場合には“歩”という量詞を使って，

 〔48〕 一歩，丙歩，三歩……

のように言う㈱が，これは一般に「数量詞」と考えられている。「年令」を

表す語も名詞とは文法的性質を異にし，（i）（i三）があてはまらない。

また，これも“是”を用いずに単独で述語になることができる。

 〔49〕 我的地子オ五，IF。（私の子供はやっと5才だ）

 〔50〕 我已餐五十歩了。（私はもう50才になった）

 朱1982では，本稿で「時量」を表す「時間詞」と言ってきた語を「数量

詞」としている。「時量」を表す「時間詞」は「数詞＋量詞〔＋名詞〕」

という構造であるから，文法的には朱1982の扱い方がより適当かもしれな

い。しかし，本稿では「時点」と「時量」の表現方法を主たるテーマとし

たため，どちらも「時間を表す語」という意味で「時間詞」という語を使

用した。これら文法的な問題については改めて検討してみたい。

注

（1）32頁。同書では“肘回洞”と“肘同洞i吾”の2通りの語を用いているが，本稿では

  より一般的な「時間詞」という語を用いる。
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（2）同書では“肘段”と言っているが，本稿では日本語としてわかりやすい「時量」

  という語を用いる。なお，後述の朱徳煕1982では“肘量”という語を用いている。

（3）43頁。

（4）ここで〔1〕の“一九八二年”は「数詞＋名詞」，〔2〕の“一年”などは「数詞＋

  量詞」ではないかという問題が発生する。確かに構造としてはそうなっているが，

  これらは1つの概念を表しているので，一般には「時間詞」とされる。しかし，

  最初に述べたように，三徳煕1982では〔2〕を「数量詞」としている。

（5）〔2〕“一年”の“一”及び〔6〕“一天”の“一”は第4声で，〔4〕“一ノ1月目の“一”

  は第2声で読まれる。“一”の変調規則については4．1及び注（ID参照。

（6）一般には，「2番め」という順序を表す場合には“二”が使われ，「ふたつ」とい

  う量を表す場合には“丙”が使われる。ただし度量衡を表す場合の“二二”“二尺”

  などや文語的な言い方“二位”（おふた方）など例外もある。

（7）本稿の調査すべてにわたって次の8氏に御協力いただいた。下関市立大学常勤嘱

  託講師馬鳳如氏，同聴講生盧明灯下，二二平氏，初国二丁，二元丁丁，郡下平氏，

  劉建軍氏，同留学生李騎林氏。

（8）注（6）参照。

（9）99-100頁。

⑯王力1943，331頁の注に“‘下等丙点'，‘点'是一単位二丁，所以不能用‘二'”（“下

  午二丁”の“点”は単位名詞であるので“二”を使うことはできない）とある。

  「単位名詞」とは今で言う三二のことであろう。

⑳ もう1つ例外があり，“一九八二年”のように数字を1つずつ読む場合も“一”は

  変調しない。第2章で「“一”は『時点』を表す場合には本来の声調第1声で読

  まれるが，『時量』を表す場合には後続音節の声調の違いに応じて第2声または

  第4声で読まれる」と述べたが，それはここに挙げたような理由によるものであ

  る。

働 例えば（ア）としては『中国語教科書』（北京語言学院編，光生館1960，上巻189

  頁），『総合中国語入門』（伊地智善継ぽか著，東方書店1972，86頁），『LL中国語

  入門』（輿水旧著，大修正書店1988，79頁），『90年忌の初級中国語』（寺井泰明・

  劉樹仁著，同学社1990，27頁），（イ）としては『中国語きまり文句集』（安念一

  郎著，金星堂1973，205頁），『高校中国語』（全国高等学校中国語教育研究会編，

  白帝社1987，24頁），『文法からの中国語入門』（香坂順一著，光生館1989，45頁）。

a3）ここで“三点一分”を用いたのは，“一分”だけでは「時点」を表すのか「門門」

  を表すのか不明確であるが，“三点一分”ならば「時点」であることがはっきりと

  するからである。後の〔16〕〔17〕も「〔3時〕2分」という「時点」を表す場合

  に“二”“丙”のどちらを使うかを調べるための例文である。

ag 125頁。
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㈲例えば『初めての中国語』（原田松三郎著，金星堂1987，71頁），『90年代の初級

  中国語（前出，27頁）。しかし，柊慧君1986，27頁には“前面有点帥肘，‘itv' 一

  般不用，只用‘分'”（〔何分の〕前に何時〔という語〕がある場合には一般に“帥”

  を用いず，“分”だけ用いる）とある。

㈲ もちろん“紳茨～'のかわりに“小肘”を用いてもよい。

aT 64頁。

⑱ 4．1で挙げた〔21〕“費了三気団的工夫”では○が0，？が3人，＊が5人で

  〔30〕の結果と若干異なった。〔21〕で“的工夫”が加えられていることが影響し

  ているかもしれない。

ag）4．1で「2分間」は“丙分帥”のほかに，“二分帥”とも言えるという調査結果

  を挙げたが，これも「時点」と「時量」の関係の密接さを示す1例である。

⑫①330頁。

⑳ 330頁。ただし同書に挙げられている例は“五点零十分”である。

㈱ 『LL中国語基礎1』（輿水優著，大修館書店1988，97頁）には「10分・20分・30

  分・40分・50分の場合，“分”が略せる」という，本稿の調査結果とは異なる記述

  がある。

㈱ 『学汲t吾』（王断礎・菱沼透著，白新社1988，39頁）には“下図丙点暖国”（午後2

  時5分）という例が挙げられている。また，“零十”を成立するとするインフォー

  マントの数が“零五”に比べて少ないのは，4．2．2で見た“零十分”の適格性

  と関係があろう。

⑳641頁。

㈱41頁。

㈱ 4．2．3で「何時何分」の言い方における“分”の省略について見たが，「年令」

  を言う場合には“十一歩”以上で“歩”を省略することができる。例えば“我的猿

  子今年十一〔歩〕”（私の子供は今年11〔才〕だ），“満卓姪三十〔歩〕了”（私

  はもう30〔才〕だ）など。日本語でも「11才」以上で「才」を省略することがで

  きる。「10才」以下では「才」を省略できないが，別の「ひとつ」「ふたつ」・…・・

  「とお」という言い方がある。これは明らかに「年令」を量としてとらえた言い

  方である。「11才」以上で「才」を省略できるのは「11」「12」……を，「ひとつ」

  「ふたつ」……「とお」の延長上の言い方としてとらえることができるからかも

  しれない。
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